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日本における茶の産地は静岡,宇 治,狭 山

などが知 られているが,こ のほか多 くの地方

で特有の茶の栽培が行われている。

もともと茶は寒い地方には生育 しない とさ

れ,茨 城県 と新潟県 とを結ぶ線以南が経済的

北限 といわれて来た乙)し か し近年は栽培法

その他に工夫が考えられ,北 海道の一部で さ

え,栽 培されるようになった。

著者の一人はさきに広島,熊 本,愛 知(西

尾)等 の茶 につ いて調査 を行 い報告 した

が,2)3)今回は寒冷地の茶 について,そ の栽培

の歴史,実 態,今 後の発展性等 を知る目的で

本研究を行った。 その一つ として宮城県の茶

について調査 を行 ったので報告する。研究方

法は文献 による調査のほか,現 地にて聞き取

り調査を行った。

1.宮 城 県の地理 的,歴 史的環境

宮城県は東北地方の東部 に位置 し,西 は奥

羽山脈 を県境 にして山形県に接 し,北 の一部

は秋田県に接 しているが,大 部分は北上川 中

流の一関台地南端付近で岩手県に,南 は阿武

隈高地北部で福島県に接 している。東 は太平

洋である。面積は約7286㎞f,人 口約175万 であ

る。4)

気候 は仙台で平均11℃ 位である。冬季の季

節風 は西の奥羽山脈のため著 しく乾燥 し,夏

季は南東風 によって高温多湿 となる。4)

次に宮城県の産業についてみると,古 来よ

り水田農業一辺倒 といってよい程であ り,米

が財政的基盤 となっていた。米以外の物産 も

種々あったが,ほ とん どが領内の自給をみた

す程度であった。

2.宮 城の茶の変遷

① 宮城県全般について

宮城県における茶の栽培 については次のよ

うな記録があるところよ り藩政時代にはすで

に各地 に茶が栽培されていたことが分 る。

即 ち 『仙台鹿の子』によれば 「お茶畑 はむか

しお茶畑 あ る故 にいふ。お茶畑 は寛文11年

(1671)か ら茶の木を植 えはじめ,享 保8年

(1723)ま で53年 間に成った。」と記されてい

る言)そして各地の特産物 として税の対象にな

っていた。

又,『 宮城県史2』 には,仙 台藩の産業 とし

て茶について次の ような記述がある。

く仙台領で茶を栽培 した起源 は明かで ないが,

寛永検地の際,茶 畑を上上,上,中,下,下

下の五等に分 ち,そ れぞれ銘付 けした ことは
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図1宮 城 県

(世界大百科辞典:平 凡社より)

すでに述べた如 くであ り,ま た各地の検地帳

を見て も,,茶畑が記載 されているところか ら

考えると,茶 は領内で一般 に栽培されたこと

が知 られる。

『貞山公治家記録』に,「慶長18年(1613)3

月10日,細 川紹高老へ御書ヲ以テ御茶半五袋

進ゼ ラレル」とあ り,ま た 「元和6年(1620)

8月17日,柳 生又衛門殿へ山寺茶一壷進ゼ ラ

ル 山寺茶ノ・ 宮城郡七北田竜門山洞雲禅寺

ヨリ出ヅル佳品ナ リ」 とあ り,仙 台領産の茶

は早 くから伊達家の贈答品に用 いられた。

『封内土産考』には仙台領の茶の主産地 とし

て黒川郡富谷,成 田,明 石の近村,伊 具郡高

蔵,稲 置,毛 萱,小 田,刈 田郡津田,小 奥,

犬卒都婆,桃 生郡大田等 をあげ,ま た藩政前

期には国分七北田村大沢 よりも多 く茶を産 し

た という。明和3年(1766)十 一月,黒 川郡

吉岡町の茶製造家菅原屋篤平治は銘茶5種 を

京都の九条家 に献 じ,5種 の茶銘を与 えられ

た。

幕末になって,藩 主慶邦は国産奨励の上か

ら,山 城国宇治の上杉三入か らなる者か ら茶

種を取 り寄せ,牡 鹿郡石巻牧山および飯野川

地方に栽培せ しめ,「 国産方」で藩直営の事業

としてか ら,茶 の生産 も増加 した。 しか し,

仙台領 における茶の生産領はおおむね領内の

需要 をみたす程度で,他 領輸出によって利を

得 るまで には至 らなかった。>6)以上の ような

記述 より江戸時代初期か ら茶の栽培が行われ,

税や贈答品の対象 となっていたことが分 る。

因みにわが国の茶貿易の変遷をみると,安

政6年(1859)横 浜,長 崎,函 館の三港が開か
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れ,海 外貿易が開始 され,茶 は生糸 に次 いで

輸出品の主た る地位 を占めていた。

横浜か らの生糸 と茶の輸出量 と金額は表1

の通 りで,生 糸が総輸出額のほぼ50～80%,

茶がほぼ5～15%を 占め,生 糸 と茶で総輸出

額の大部分 を占めていたのである。

当時の茶の輸出先はイギ リス向けが多 く,

その大部分はイギ リスを経てアメ リカへ再輸

出された といわれ,慶 応以降は直接アメ リカ

へ向けられた。

このような事実が仙台藩の殖産興業を考 え

る場合に影響 を与 えて来た ものであろう。

更に明治に入ってか らも表2の 通 り20年頃

まで茶の輸出は大 きな役割 を果た していた。

次 に明治初期か ら現在 までの茶栽培面積,

荒茶生産量(10aあ た り)に ついて述・ミる。

以下のグ ラフの数値は農林省統計情報部か ら

毎年刊行 されている 『茶統計年報』によるも

のである。

表3,図2,図3の グ ラフか ら,宮 城 におけ

る茶づ くりは,明 治時代 を頂点 として衰退 し

ていることが分 る。昭和18～27年 まで,特 に

グラフが下降 しているのは,第 二次世界大戦

の影響である。 しか し,30年 の初 めにはほぼ

戦前の状態 に戻 っている。全国的 にみ ると18

～22年 まで下降をた どり,そ の後,輸 出不振,

生産過剰,不 況などの影響で伸 び悩んでいた

が,後,国 内消費の伸びにより生産 は増加を

続け,昭 和50年 代には全国で10万 トンを越 え

ている。

一方,宮 城県では昭和33年 以降43年 まで は

上昇 を続けたが43年 以降は生産量は減少の一

途をた どっている。 これは静岡などの茶の生

産地が著 しい生産力向上 を果た したため,そ

の方面か らの移入が増加 したのではないか と

考 えられる。 また,10aあ た りの荒茶生産量

表1横 浜港からの茶の輸出量と金額

生 糸 茶
総輸出金額

数 量 金 額 比 率 数 量 金 額 比 率

千 ドル ビクル 千 ドル % ビ クル 千 ドル %

安政6(1859) 400

万延元(1860) 3,954 7,703 2,595 65.6 23,852 308 7.8

文久元(1861) 2,683 2,685 766 62.2 16,266 206 .:

2(1862) 6,305 3,617 985 81.0 15,231 168 13.8

3(1863) 10,554 19,371 8,717 82.6 42,066 505 ,・

元治元(1864) .. 12,701 6,223 69.2
一 413 4.6

慶応元(1865) 17,468 16,235 14,612 83.6 59,248 1,777 10.2

2(1866) 14,100 9,381 7,036 49.9 50,070 1,502 10.7

3(1867) 9,709 6,954 5,215 53.7 53,941 1,618 16.7

石井 孝:『 幕 末貿易 史の研究』 第5表,第18～27表 に よる。

文久元年の生 糸 ・茶 の数 字は上半期のみ。 その総 輸出額は1,231千 ドルであ り,比 率 はそれに対す る比率。文久2年 の生

糸 ・茶の数字 は上半 期の英国船に よる分 のみ。 その総 輸出額は1,216千 ドル であ り,比 率 はそれに対す る比率。

表2明 治前期における生糸絹織物類と茶の輸出額

総 輸 出額 生 糸 絹 織 物 類 茶

千円 千円 % 千円 %
明 治 元 ～5(1868～72) 15,599 8,874 .: 3,819 24.4

6～10(1873～77) 22,124 10,170 45.9 5,720 25.8

11～15(1878～82) 30,268 13,077 43.2 6,655 21.9

16～20(1883～87) 41,714 17,708 42.4 6,821 16.3

21--25(1888--92) 70,600 29,372 41.6 6,633 9.3

26-30(1893--97) 124,009 43,169 ,; 7,848 6.2

三瓶 孝子:『 農家家内工業の変遷過程』 に よる。原資料 は 『大 日本 外国貿易五十六年対照表』

48



表3茶 栽培面積と荒茶生産量

年
面積(ha)

荒茶 生産 量

(t)

10aあ たりの

荒茶生産量(kg)

全国 宮城 全国 宮城 全国 宮城

明 治16～20 22323 120

21--25 27018 87

26～30 58767 241 30889 90 52 37

31--35 52305 326 27883 83 53 25

36--40 49631 267 26131 40 52 14

大 正41～
1

48282 199 30999 34 64 17

大正2～6 48275 108 35218 40 72 37

7～11 47176 99 36853 27 78 27

昭 和12--
2

43508 89 36639 19 84 21

昭和3～7 39778 62 39168 19 98 30

8--12 38979 53 47035 15 120 28

13～17 39108 40 58670 12 150 30

18--22 28190 15 29722 4 105 26

23～27 27567 11 40290 3 146 27

28～32 :: 25 68054 10 175 40

33～37 ,. 47 :/'・ 37 162 78

38--42 48660 55 82020 56 168 101

43--47 51940 40 90736 29 174 72

48--52 58840 39 100853 20 171 51

53～57 60740 31 101160 13 166 41

は宮城県で は全国の%程 度にとどまっている。

これは宮城 においては気候の関係か ら2番 茶

まで しか摘採 されないため,4番 茶 まで摘採

される所に比 し生産量は低 くなっている。

そこで生産農家は,有 利な作物へ と転換を

はかった と思われる。 また,42年 頃か ら開田

ブームで畑 もみな田へ転換 していたのでその

影響 もあった と考 えられ る。

次に江戸時代の主要産地であった黒川地方

の茶 と,現 在県内の唯一の産地 となっている

桃生地方の茶について述べ る。

② 黒川の茶

藩政時代 『奥道中歌』(1819)の 書 き出 しに

も 「国分町よ りここへ七北田よ富谷茶のんで

味は吉岡」 とあるように,富 谷か ら吉岡にか

けての黒川郡が茶の主要な産地 として知 られ

ていた。 この地 は仙台市 に接近 してお り,黒

川盆地のほぼ中央に位置 している。
『安永風土記書出』 によれば黒川郡 には表

4の ような茶畑があった。即ちこれ らを集計

した195貫531文 が年貢高であった。但 し,こ

宀,

図2茶 栽培面積の推移

図3荒 茶生産量の推移

図410aあ た りの荒 茶生 産量
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表4黒 川郡の茶畑

村 名 茶 畑 村 名 茶 畑

貫 文 貫 文

富 谷 44,370(65) 宮 床 34,138(50)

明 石 10,234(50) 鳥 屋 1,536(34)

石 積 2,140(24) 松 板 6,789(47)

穀 田 8,542(63) 山 田 757(24)

大 亀 4,896(46) 一 関 7,406(58)

二 関 4,449(38) 今 3,778(12)

三 関 352(4) 小 野 22,135(63)

下 草 174(1.4) 大 童 2,342(35)

志 戸 田 62(1.4) 北目大崎 2,627(13)

高 田 1,136(6.4) 大 田 885(17)

幕 柳 4,511(56) 報 恩 寺 408(0.03)

大 平 2,207(11) 小 鶴 沢 1,015(21)

吉 田 13,478 石 原 382(5.6)

成 田 14,732(61) 合 計 195,531

()内 は畑作の うち茶畑の 占める割合%

(「安永風土記書上 げ」 『宮城県史』24よ り)

註:但 し藩直轄地 のみ

こにあげられている茶畑 は藩直轄領地に関す

るもので,こ のほか藩士知行地の畠地にも若

干の茶畑 はあった と考 えられる。仮 に藩士知

行地の畑作を0と 考 えると,全 体の畑代の う

ち茶畑の占める割合 は多い所では65%に もな

っている。5)

仙台地方における茶樹の栽培 を最初に記録

しているものは,『黒川之内駒場検地帳』であ

る。

駒場は江戸時代の駒場村で,現 在は黒川郡

大衡村の一部 をなしている地域である。

検地帳は天正18年9丹20日 の 日付 をもち,

検地は伊賀守之内,飯 高,矢 田 とい う役人に

よって行われている。名請人は41人 が登録さ

れている。耕地は49町6段5畝17歩 でその内

訳は,上 田11町3畝15歩,中 田11町4畝10歩,

下田13町5段8畝18歩,上 畠9町9段1歩,

中畠5町4段2畝23歩,下 畠3町6段6畝10

歩 となっている。

表5は 茶畠を持 っていた名請人の耕地面積

を示 した ものである。

当時の茶畑 は全耕地の0.7%に あたってい

る。 きわめて少ないが,茶 がつ くられていた

ことが立証で きる。茶樹の栽培は最初は畑地

表5名 請人の茶畑

名 請 人 茶 畑 面 積

雲泉寺 (上)7畝(5反6畝))

佐藤兵衛 (上)5畝(4反9畝 余)

宗右衛門 (上)3畝(1反5畝 余)

に いほ り (下)1段(5反9畝)

肥 後 (中)1段25歩(7反4畝 余)

計3段5畝 畝25歩

()内 は全畑地
『宮城 県史』30(1965)よ り

註:当 時1段=360歩

の作物 とい うより,宅 地内に植 えて自家消費

のための ものであった。

黒川郡誌によれば,昭 和初期 までに黒川郡

内で製茶業の中心 となっていたのは,吉 岡 ・

富谷地区であって,富 谷には代表的な もの と

して,熊 谷字源内屋敷,渡 辺正治祖先が製造

した もので,仙 台及び各郡村 に売 り出 してい

た事実がある。特に寛延4年,藩 主伊達家 に
う こぎ

膳用 として杓把茶,五 加茶等の製造を命 じら

れ,以 後 これを献納 したが,明 和8年 藩命 に

よ り献品製造を中止 した。7)

当時商売の茶銘は次のようであった。

はっ しも,か んさし,た つの爪,く きなか

つみかがみ,は つね,ま かき,T子 頭,真 切

葉茶

吉岡では,上 町菅原篤平治の製造 による献

納品,千 鳥,角 文字、政所の三品が宝暦11年

藩命 によって伊達家に買い上げ となった。 ま

た,明 和年間,九 条左大臣に五品を献納 し,

五色の銘および直書の和歌 をうけている。

五色の銘…春風,か ほ り,4世,花 の浪,

末の松

和歌……春風の香ほ りもここに千代かけて

花の浪 こす末の松山

その後,但 木土佐 によ り茶業の奨励が行わ

れた。文久年間に男沢清之進 を山城国宇治に

送 り茶の製法を勉強させ,彼 が帰藩 して これ

を広めた。 これが上林流である。但木土佐は

仙台本屋敷,片 平丁下屋敷,小 田原牛小屋町

吉岡館 内に茶園を開 きその製法を行わせ,又
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表6吉 岡における茶の生産量

生 産 量
年 面 積

玉 露 せん茶 番 茶
合 計

明治17年 320a 34.8kg 1136kg 281kg 1452kg

26 487 315 802

35 540 225 765

44 682 97 780

昭和4年 85a 630 630

宮城県 史24よ り

家臣に も屋敷内に茶樹を植 えさせた。7)しか

し前述の ように領内の需要をみたす程度であ

った。

明治初年,吉 岡,山 崎 と合わせて360kgの 産

額 をみている。 しか しその後,茶 樹 を倒 して

桑樹を植 えるようにな り,そ の衰 えが見 えて

来た。

大正初年になると吉岡で 自家用 として茶 を

製造 している家が450戸,副 業 として販売 して

いる家がわずか2戸 となった。郡 内産出の茶

は375貫(1406kg)で,こ の仕事 に従事する者

は105戸 となっている。

明治,昭 和の吉岡における茶の生産量は表

6の 通 りである。尚,現 在 はこの黒川地方で

は茶の栽培 は行なわれていない。

③ 桃生の茶

桃生は宮城県東部の桃生郡の北端で,石 巻

か ら21キ ロメー トル,仙 台から74キ ロメー ト

ルの ところに位置 し,北 上川の旧流路 と新流

路にはさまれた低平 な沖積地 をな している。

産物は米が主で,他 に畜産 も行われているが,

農業以外 に盛んな産業はな く,人 口も1万 余

りの小さな町である。1)

桃生郡は藩政時代か ら北上川沿いに茶樹が

植 えられ生産が盛んであった。現在宮城県に

おいて茶が商業用 として生産されているのは,

この桃生郡だけであるが,こ れは藩政時代か

ら継続 していた ものではな く,昭 和33年 頃か

ら 「鹿島茶園」の祖,佐 々木忠氏によって再

興された ものである。桃生は前述のよ うに藩

政時代か ら茶の産地であったことや,昭 和30

年頃か ら農業普及所及び桃生町役場で茶作 り

を奨励 したことなどにより,茶 作 りの再興に

取 り組んだのである。 しか し,旱 魃や寒害等

の悪条件が続 き困難な状態であった。それに

も屈せず研究を重ね,挿 木法を考案 して5年

余 りの後 に成功 した。 その後 も害虫,雪 害,

風害,干 害など様々な悪条件を克服 しなが ら

今 日に至っている。

桃生は北緯38°30'40",平 均気温11℃,年 間

雨量500～800ミ リで,茶 樹生育の気象条件で

ある年平均気温12.5℃ ～13℃,年 間雨量1500

ミリを下 まわっているが,こ のような土地で

茶の栽培を再興するには想像を絶する苦労が

あった と思われる。

茶の経済的適地は茨城 ・新潟 を結ぶ地域以

南 とされていたが,実 際には図4の ように照

葉樹林地帯を含めた更に北部 までの地域で生

産 さている。近年は照葉樹林地帯の北限であ

る岩手県南部や宮城県桃生町に茶園が現存 し

ているので,こ れ らの地方が経済的北限 と考

えられている。1)

図5日 本 の作物 帯

明峯正夫の図に茶地帯を挿入

(大石,1982)1)

現在,桃 生茶は静岡の品評会で も一一位 をと

る程,品 質が向上 した。鹿島茶園では現在,

「やぶ きた」7割 ,そ のほか 「さやまみ どり」

「桃生かおる」など15種の茶樹 を栽培 してい
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る。生産量は少な く,生 葉で4ト ンに過ぎな

いが,摘 採は手摘 みにより丹念に行われ,品

質のよい茶 を製造 している。

この茶園の特徴 としては,風 西 日よけの

ための杉が植 えてあること,雨 量の不足を補

うためのスプリンクラーの設置,冬 季の低温

か ら茶樹 をまもるために大量のワラで覆 いを

す ることなどがあげられる。

桃生茶の特徴 は風味が非常にまろやかであ

ることがあげ られ る。 これは北上川か らたち

のぼる霧 と寒冷地のため二番茶 まで しか摘採

しないので長時間かけて茶樹に養分が蓄積す

ることなどに起因するもの と考 えられる。茶

の摘採は毎年5月20日 前後から行われ7月10

日まで に二番茶を摘み終える。寒 さの為 に虫

はつ きにくく,消 毒の回数 も少ない。

次に桃生の茶生産農家数 と生産量を表7に

示す。

表7桃 生における茶生産農家数と生産量

農家数 生産面積 生葉量 製茶量

桃生茶
生産研究会員

18戸 260a 8t 1.6t

生産農家 130戸 370a 12t 2.2t

宮城県史26よ り

表にみられるように生産農家 も少なく生産

量 も少ない。 これらの茶は自家用 として栽培

されているものが多 く,屋 敷内に植 えている

茶を摘採 して工場へ もちこみ製茶 してもらう

農家がかな り多い。生活の中に茶が密着 して

いるという様子が うかがえる。昔なが らの素

朴な桃生茶の味は高級な宇治,静 岡等の茶 を

賞味するの とはまた異なった趣がある。

4.考 察

茶の経済的北限 といわれ る宮城の茶につい

て述・ミてきたが,気 候条件が茶の生育のため

に決 して良好 とはいえないこの地方に茶が発

達 した大 きな原因は仙台藩の政策 にあった と

いわれる。

茶種 は中国か ら輸入 された もの と,日 本に

も自生 していた もの とが存在するという説が

あるが,照 葉樹である茶樹が照葉樹林帯の北

限であるこの地に も自生 していた可能性 は十

分考 えられる。

しか し,明 治初年に茶の生産が全国で第4

位 になったきっかけは,政 宗が産業振興の一

端 として,宇 治から茶種子を求め,そ の栽培

を各地 に奨励 したことによるものである。6)

初代仙台藩主伊達政宗は62万石 をひきいる

優れた武将である反面,和 歌,古 典,能,茶

道をた しなむなど文化 にも造詣の深 い人であ

った。慶長18年(1613)南 蛮 との通商を企画

し,幕 府の支持の もとに支倉常長をメキシコ,

スペイン,ロ ーマに派遣 したが,幕 府の鎖国

政策が進行 して発展をみることはで きなかっ

た。常長が帰国 した元和六年(1620)ご ろか

らは専 ら仙台領の経営 に力を注ぎ,漆,桑 な

どの植栽 をすすめ,領 内検地を行った。茶樹

もこの際に植 えられた ものである。

当時の作物 としては茶は商品価値が高 く,

通商が発展すれば貿易品の一つ,あ るいは外

交の際の献上品 として考 えられた。

桃生町は北上川の流域 にあ り,藩 政時代に

は北上川 を上 って平泉へ荷 を運んだ り,逆 に

下って石巻へ出て,そ こか ら仙台まで特産物

の茶を運んで献上 した という記録 も残 ってい

る。

その後,時 代を経て仙 台藩は幕末の戌辰の

役の敗戦 とその結果 としての減封か ら,士 族

及びその他の旧藩士の生活の基礎は破 られた。

この更生のために士族授産の道が講ぜ られた。

その際,米 ・銅 ・鉄 ・漆器 ・紙その他があっ

たが,何 れ も特記すべ きものでな く,た だ外

国貿易の影響で盛んになった もの として養蚕

と製茶があげ られて、・る。16)

明治初年 には宮城の茶生産 量は静岡 ・京

都 ・三重に次いで全国第4位 の生産県 になっ

ている1)のはこのような士族,そ の他の旧藩

士更生のための政策の結果である と考 えられ
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る。

前述のような歴史を経て,現 在県内で生産

されているのは桃生茶だ けになっている。

東北地方 という一大消費地をかかえている

上に,耐 寒性品種の改良や栽培技術の進歩な

どにより,藩 政時代のように県内各地で茶栽

培を復活させるのは必ず しも不可能なことで

はないと考 えるが,寒 冷地での茶栽培の経済

性,流 通機構の発達に伴 う現地生産の必要性

等 よりみて,昔 のような大量生産の復活は行

われないであろ う。 しか し小規模で も地元の

人々の手によって丁寧につ くられている宮城

の茶は,伝 統ある食文化の一つ として今後 も

残 って行 くことを希いたい。

尚,今 回の調査において文献や資料 も乏 し

く,為 に推測の域を脱 し得ない部分 もあるが,

今後更に調査を進めて確実なものにしたい と

考えている。

本研究 を行 うにあた り,御 協力を頂 きまし

た鹿島茶園佐々木達氏,元 農林省茶業試験場

坂本裕先生並びに同試験場佐藤氏に厚 く御礼

申し上げます。
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